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飯山満中学校ＰＴＡ会則 
 

 

第 １ 章 名称及び事務所 

（名称） 

第 １ 条   この会は、飯山満中学校ＰＴＡ（以下「本会」という）という。 

（事務所） 

第 ２ 条   本会は、事務所を飯山満中学校内(船橋市飯山満町 1−946−１)に置く。 

 

第 ２ 章 目的及び事業 

（目的） 

第 ３ 条  １ 本会は保護者と教師が心を合わせ協力し、学校・家庭及び地域社会における生徒の幸福

な成長を図るとともに、会員相互の教養を高め、親睦を図ることを目的とする。 

２ 本会は教育を本旨とする民主的団体として活動し、営利的・宗教的・政治的団体及びそ 

の事業にいかなる関係も持たない。 

（事業） 

第 ４ 条   本会は前条の目的を達成するために下記の活動を行う。 

（１）会員教養の向上 

（２）生徒活動の後援 

（３）学校環境整備の協力 

（４）教職員の研修援助 

（５）学校と家庭の連絡並びに会員相互の親睦を深めるために必要な行事 

（６）飯山満南小学校．飯山満小学校及び市内ＰＴＡとの協力 

（７）その他本会の目的達成に必要な事業 

 

 

第 ３ 章 組織 

（組織） 

第 ５ 条   本会は、本校生徒の保護者及び本校教職員を会員とする。 
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第 ４ 章 役員 

（役員） 

第 ６ 条   本会に次の役員（以下［本部役員」という）を置く。なお、会長以外の役員数は原則とす

る。 

会 長  １名 

副会長  ３名 

書 記  ３名 

会 計  ２名 

会計監査 ２名 

（本部役員の選出方法） 

第 ７ 条   本部役員は、会員相互の互選により推挙し、選考委員会を通して総会の承認を得る。ただ

し、副会長及び会計監査は、学校職員から必ず各１名を選出する。 

（選考委員会） 

第 ８ 条   選考委員会は、学級委員会より選出された学級委員と、専門委員会ごとに選出された専門

委員で構成する。 

（任務） 

第 ９ 条   本部役員の任務は次の通りとする。 

（１）会長は本会を代表し、会務の全てを統理する。 

（２）副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその任務を代行する。 

（３）書記は本会の事務一般を担当し、会議の議事を記録処理する。 

（４）会計は総会で決定された予算に基づいて、その収支会計をつかさどる。 

（５）会計監査は会費その他の収支について監査し、総会に報告する。 

（任期） 

第１０条   本部役員の任期は１年とし、再任することができる。ただし、欠員が生じた場合は選考委

員会が補欠を選出し、その任期は前任者の残存期間とする。 

 

第 ５ 章 機関 

（機関） 

第１１条   本会に次の機関を置く。 

（１）総会 

（２）常任委員会 

（３）本部役員会 

（４）学級委員会 

（５）専門委員会 

（６）バザー委員会 

（７）特別委員会 

（８）選考委員会 
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第 ６ 章 会議及び構成 

（総会） 

第１２条 １ 総会は本会の最高議決機関であり、全会員をもって構成する。 

（１）定期総会は年１回とし、年度初めに開催する。 

（２）臨時総会は会長が必要と認めたとき、または会員の 3 分の 1 以上の要求があったと

き開催する。 

２ 総会は、出席者並びに委任状を含めて会員の２分の１をもって成立し、議決は出席の過

半数の同意によって決し、可否同数の時は議長の決するところによるものとする。 

３  総会はつぎに挙げる事項を議決する。 

（１）事業計画及び収支予算の決定 

（２）事業報告及び収支決算の承認 

（３）会則の改廃の承認 

（４）その他、本会の運営に関する重要事項 

（常任委員会） 

第１３条 １ 総会に次ぐ議決機関であり、会員から選出された委員により構成する。 

２ 常任委員会は、必要に応じて会長が招集し、その任務は次の通りとする。 

（１）総会に提出する議事の作成及び審議 

（２）総会で議決された事項の運営 

（３）本部役員会、学級委員会、各専門委員会、特別委員会、その他の機関から提出され

た議案の審議と議決 

（４）その他の必要事項の議決及び処理 

（本部役員会） 

第１４条   本部役員会は、必要に応じて会長が招集し、本会の運営に必要な事項を協議し、各会の

連絡調整にあたる。 

（学級委員会） 

第１５条 １ 学級委員会は、学級ごとに選出された学級委員をもって構成する。 

２ 学級委員会は、学級委員の互選により、進行・連絡係、書記、お手伝い管理の各１名及

び選考委員を選出する。 

３ 学級委員会は、必要に応じて学級委員長が招集し、各学年と学級活動の連絡調整にあた

る。 

（専門委員会） 

第１６条 １ 専門委員会は、学級ごとに選出された専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、各専門委員の互選により、連絡係等及び選考委員を選出する。 

３ 専門委員会は必要に応じて専門委員長が招集し、その活動は次の通りとする。 

（１）広報委員会………広報紙発行等 

（２）研修委員会………講演会開催等 

（３）校外指導委員会…学区内安全指導等 
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（バザー委員会） 

第１７条 １ バザー委員会は、学級ごとに選出されたバザー委員をもって構成する。 

２ バザー委員会は、バザー委員の互選により、係りを選出する。 

３ バザー委員の活動期間は、５月～１２月とする。 

（特別委員会） 

第１８条  特別委員会は、会長が必要と認めた場合、常任委員会の承認を得て設置することができる。 

（会議の成立） 

第１９条 １ 総会以外の会議は、構成人員の２分の１以上の出席をもって成立し、議決は出席者の過半

数の同意を必要とする。 

２ 校長及びその他の教職員は、本会で学校運営の調整を行い、全ての会議に参加し、意見を

述べることができる。 

 

第 ７ 章 個人情報の取り扱いについて 

第２０条  本会は、個人情報保護法遵守のため、別に定める個人情報保護方針に基づき、適正に 

取り扱うこととする。 

 

第 ８ 章 会計 

（経費の支弁） 

第２１条 １ 本会の経費は、会費及びその他の収入をもってあてる。 

２ 会費は、一世帯年額３，６００円（３００円×１２ヵ月）とする。 

３ 会費の納入方法は、一括または年２回（６月、１０月）とする。 

４ 転入者は転入した月より、転出者は転出する月までの会費を納入する。 

（会計年度） 

第２２条  本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第 ９ 章 その他 

（給付） 

第２３条 慶弔に関する支給金は、次のとおり定める。 

（１）死亡の場合 

①生徒…………………５，０００円 

②保護者………………５，０００円 

③教職員及び配偶者…５，０００円 

 

（２）その他の場合 

上記以外の特別な場合は、本部役員会にて決定する。 
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（例外事項） 

第 24 条  原則として本会則の第 5 章から第 6 章により各機関が構成されるが、この会則によりが

たいことが生じた場合は、本部役員の合議並びに校長の承諾により例外的な対応をするこ

とができる。 

 

 

付則 

この会則は、昭和６０年６月２９日から施行する。 

昭和６２年４月２５日一部改正 

平成 ３年４月２０日一部改正 

平成 ６年４月２３日一部改正 

平成 ７年５月 ６日一部改正 

平成 ８年４月 １日施行 

平成１２年４月１５日一部改正 

平成１３年４月２１日一部改正 

平成１４年４月１９日一部改正 

平成１５年４月１７日一部改正 

平成２０年４月１６日一部改正 

平成２４年４月２４日一部改正 

        平成２６年４月１８日一部改正 

平成３０年４月２７日一部改正 

令和 ２年４月１７日一部改正 

令和 ３年４月１９日一部改正 （第 24 条 追加） 

令和 ５年４月１７日一部改正 
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